
を
S
B
I
に
全
面
委
託
し
た
り
、
S
B
I

マ
ネ
ー
プ
ラ
ザ
と
の
共
同
店
舗
運
営
を
進

め
た
り
し
た
こ
と
で
収
益
力
は
大
幅
に
改

善
。「
企
業
と
し
て
の
安
定
感
が
出
て
く

る
中
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
許
容
す
る
文
化
が

次
第
に
根
付
き
始
め
ま
し
た
」
と
高
島
次

長
。
投
資
信
託
の
業
務
移
管
は
日
本
の
銀

行
と
し
て
初
め
て
で
あ
り
、
共
同
店
舗
で

証
券
の
プ
ロ
と
交
わ
る
こ
と
も
行
員
の
意

識
を
刺
激
し
た
。

　
両
社
の
提
携
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
銀
行
の
枠
を
超
え
た
企
業
支
援

も
実
現
し
て
い
る
。「
コ
ロ
ナ
禍
で
売
り

上
げ
減
少
に
悩
ん
で
い
た
地
元
の
カ
ニ
小

売
業
者
に
、
海
外
へ
の
販
路
を
提
供
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
従
来
な
ら
融
資
ま

で
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
は
ず
。
幅
広
い

サ
ー
ビ
ス
展
開
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
の

で
す
」。
22
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
支
店
《
し
ま
ホ
！
》
を
開
設
。
業
界
最

高
水
準
の
高
金
利
や
、
S
B
I
と
タ
ッ
グ

を
組
ん
だ
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
、
開
設
か
ら
わ
ず
か
一
年
余
り
で
預
金

残
高
5
0
0
億
円
を
突
破
し
た
。
同
年
に

は
吉
本
興
業
H
D
と
包
括
業
務
提
携
も
結

び
、
特
産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や

B
S
番
組
の
企
画
協
力
な
ど
銀
行
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
事
業
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　「
何
か
や
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」。

し
ま
ぎ
ん
は
、
そ
ん
な
期
待
を
抱
か
せ

る
、
頼
り
が
い
の
あ
る
銀
行
に
生
ま
れ
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
パ
リ
ッ
と
し
た
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ

た
、
ち
ょ
っ
と
お
堅
い
エ
リ
ー
ト
―
。

そ
う
銀
行
員
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

固
定
観
念
を
一
蹴
し
て
い
る
の
が
、《
島

根
銀
行
》
だ
。「
計
算
や
分
析
は
A
I
が

や
っ
て
く
れ
る
時
代
。
数
字
に
強
い
よ

り
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
親
身
に
な
っ
て

そ
の
人
の
人
生
を
考
え
て
く
れ
る
よ
う
な

人
が
銀
行
に
は
必
要
な
ん
で
す
」。
強
調

す
る
の
は
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
に
チ
ノ
パ
ン

と
い
っ
た
ス
タ
イ
ル
の
高
島
浩
希
・
人
事

財
務
グ
ル
ー
プ
次
長（
39
）だ
。
同
行
で
は

2
0
1
9
年
か
ら
女
性
行
員
の
制
服
を
廃

止
し
、
男
性
行
員
も
ス
ー
ツ
着
用
義
務
が

な
く
な
っ
た
。「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
見
た
目
の
多
様
性
が

お
客
様
に
業
務
の
幅
広
さ
を
伝
え
、
行
員

自
身
も
意
識
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

　
1
9
1
5
年
創
業
の
老
舗
金
融
機
関
と

し
て
、
預
金
・
貸
出
・
為
替
業
務
を
中
心

に
長
年
、
市
民
経
済
を
支
え
て
き
た
。
し

か
し
、
地
方
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が

徐
々
に
変
化
し
て
い
く
一
方
、
旧
来
通
り

の
経
営
を
続
け
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
と
の

危
機
感
か
ら
、
19
年
に
ネ
ッ
ト
金
融
大
手

《
S
B
I
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
》
と
の
資

本
業
務
提
携
を
締
結
。
有
価
証
券
の
運
用

他
社
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

業
務
の
可
能
性
や
幅
を
拡
大

株式会社 島根銀行

39
LEADING COMPANY

株式会社 島
し ま ね ぎ ん こ う

根銀行

銀行の枠を超えたサービスで
人々の暮らしや地域経済を元気に
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銀
行
に
は
、「
預
金
」「
決
済
」「
仲
介
」

と
い
っ
た
三
つ
の
役
割
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
き
た
。
今
も
、
そ
の
業
務
を
担
っ
て
い

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、
高
島
次
長

は
、
新
た
な
銀
行
像
を
見
据
え
る
。「
お

客
様
の
要
望
に
応
え
る
だ
け
で
な
く
、
想

像
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
こ
と

で
、
人
々
の
暮
ら
し
や
企
業
の
成
長
を

も
っ
と
応
援
で
き
る
。
今
ま
で
の
価
値
観

を
変
え
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
地

域
に
貢
献
し
て
い
く
存
在
に
な
ら
ね
ば
な

ら
な
い
」。
そ
ん
な
新
時
代
の
銀
行
を
担

う
人
材
と
し
て
第
一
に
求
め
る
の
は
、

「
真
面
目
さ
や
保
守
性
じ
ゃ
な
い
。『
人
生

を
豊
か
に
生
き
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
。

そ
れ
が
行
員
自
身
の
成
長
、
そ
し
て
当
行

の
成
長
に
つ
な
が
る
」
と
断
言
す
る
。

好きなファッションに身を包む、しまぎんの行員たち。多様性を重視し、自由で枠にとらわれない社風が新た
な挑戦を次々と生んでいる 島根銀行のSNSでは、自社や法人顧客の商品・活動のPRだけでなく、取引先以外の
店舗なども積極的に紹介。地域全体を活気づけていきたいという思いの表れだ。

1

2 3

　
島
根
銀
行
で
は
今
年
、
入
社
一
年
目
の

行
員
を
本
部
に
配
属
。
将
来
的
な
経
営
方

針
を
考
え
る
よ
う
な
重
要
会
議
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。
支
店
配
属
の
若

手
行
員
も
、
地
域
課
題
解
決
を
狙
っ
た
各

種
会
議
な
ど
に
出
向
き
、
幅
広
い
分
野
で

活
躍
す
る
人
々
と
業
務
を
超
え
た
関
係
を

築
き
、
視
野
を
広
め
て
い
る
。「
さ
さ
や

か
な
気
付
き
が
地
域
を
良
く
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
け
が
え
の

な
い
一
人
一
人
の
意
見
を
大
事
に
し
た
い

ん
で
す
」。
挑
戦
を
期
待
す
る
土
壌
が
若

手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
挑
戦
を

生
み
出
し
始
め
て
い
る
。
今
年
は
、
就
職

内
定
者
の
カ
フ
ェ
経
営
を
若
手
が
企
画
。

楽
し
み
つ
つ
、
経
営
を
疑
似
体
験
し
て
も

ら
う
の
が
狙
い
だ
。

　
島
根
銀
行
は
、
新
た
な
風
を
吹
か
せ
る

人
材
を
待
っ
て
い
る
。

株式会社 島根銀行

採用担当者からあなたへ

株式会社 島根銀行

私たちは山陰で暮らす皆様
の夢を応援する企業です！ 
山陰で暮らす皆様をさまざ
まな形でご支援し、夢に向
かって伴走していきます。地
域を愛し、地域の皆様の力
になりたい「山陰愛」をもっ
ている方、「いろんな挑戦を
して、いくつになってもワク
ワクしたい」という方は、ぜ
ひ一緒に山陰を盛り上げま
しょう！！

公式サイトは
こちら

Instagramは
こちら

0852-24-1238

jinji@shimagin.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

さん佐藤 凪紗
人事財務グループ

事業内容

金融業

創　業　大正4（1915）年5月20日
代表者　取締役会長　鈴木 良夫
　　　　取締役頭取　長岡 一彦
社員数　391名（男217名　女174名）
本　社　島根県松江市朝日町484-19
電　話　0852-24-1234

安来市、松江市、出雲市、大田市、
江津市、浜田市、益田市、隠岐郡、
米子市、境港市、倉吉市、鳥取市

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

今、注目の支店はここ！

　開設から約1年で預金残高
500億円を突破した、島根銀行
スマートフォン支店「しまホ！」が
今、全国的に注目を集めてい
る。山陰市場が縮小する中、高
金利や使いやすさなどが評判を
集め、全国各地で利用者を獲
得。約8割の顧客が南関東や関
西在住だという。「デジタル社
会が進む中、金融機関もスマホ
ファーストは必須。新たな事業
に挑戦したくて社内の支店長公
募に手を挙げました」。そう話す
のは、最年少支店長に抜擢され
た野中支店長。準備段階から携
わり、機動的な営業などで顧客
数を伸ばしてきた。「一層PRを
図るとともに、法人向けデジタ
ルサービス支援などもさらに充
実させたい」と抱負を語る。

　そんな野中さんとともに新プ
ロジェクト推進に携わるのは、入
社1年目の2人だ。銀行員として
金融知識全般を学びつつ、SBI
の幹部が出席する合同会議や社
内の経営戦略会議にも出席。
「学生目線のPR方法など、若手
の意見も積極的に聞いていただ
き、毎日が刺激的です。まだ専
門用語が分からず苦労します
が、銀行の将来性なども考える
ことができます」と声を揃える。
　「銀行って画一的なイメージし
かなかったけど、想像以上に企
画や戦略を考え、面白いことを
している」という高橋さん。そ
の言葉に頷く横山さんは、「“地
域の脳みそ”のような存在とし
て、地域や企業を支援していき
たい」と熱く語った。

　出雲支店が掲げるモットーの
一つは、「単なる御用聞きじゃな
く、お客様の『良き理解者・
パートナー』となる」。入社30
年目の森脇支店長は、「かつて
は、既存ルール内で業界的に決
められたことをするのが銀行で
した」と苦笑しつつ、「しかし、
SBIとの資本業務提携やコロナ
禍などを受け、ここ数年でしま
ぎんは様変わりしました。規模
の小ささを逆手に取り、小回り
が利き、バラエティに富んだ活
動を行えています」と語る。
　出雲市の女性副市長と、当行
取引先の女性経営者で座談会を
実施した際は、入社2年目の山
根さんも企画から携わった。「普
段会えないような方々に会え、
出雲の課題も知ることができま

した。経営以外の話題も多く、
視野が広がりました」と目を輝
かせると、森脇支店長が「資金
繰り支援だけでなく、地域や業
界、取引先の本質的な課題にア
プローチすることが経営課題解
決に結びつくんです」と続ける。
　山根さんと同期で、法人融資
担当の吉井さんは、幅広くアン
テナを持つことの重要性を痛感
している。「作業環境に悩む鉄
骨加工会社の声を聞いていた先
輩は、他の取引先がニーズに合
う新商品を発売した途端、紹介
していました。お客様に寄り添
い、課題を解決できるようなビ
ジネスマッチングを行える存在
になりたい」と意気込む。夢を
実現できる環境づくりを後押し
するのが、しまぎんだ。

若手が積極的にプロジェクトを推進

お客様のパートナーとして、夢の実現をサポート

金融に関する幅広い知識が求められる銀行員。加えて、しまぎんが重視するのが、一つ一つ
の取り組みを自ら客観的論理的に考えられる力だ。若手のうちから各種会議などにも参加
し、課題や物事をロジカルに捉え、積極的に提案できる力を育てている。

出雲支店のメンバーは現在30人中、8人が入社3年目以下。柔軟な発想を持つ若手が活躍
できるよう、中堅・ベテランも後押ししている。地域や住民の夢への架け橋になるだけでな
く、行員一人一人の夢の実現にも力を入れているのだ。

野中 駿平支店長（33）
2013年入社

高橋 理子さん（22）
2024年入社

横山 ふたばさん（22）
2024年入社

森脇 誠支店長（51）
1995年入社

吉井 暖乃さん（24）
2023年入社

山根 みゆさん（23）
2023年入社

SBI未来共創プロジェクト推進室／スマートフォン支店

出雲支店

若
手
も
会
議
や
企
画
に
参
加

挑
戦
を
期
待
す
る
社
風
醸
成
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